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令和５年７月第７回 真庭市農業委員会総会 議事録 

 

１．開催日時 令和５年７月１０日（月） 

午前１０時００分から午前１１時１０分 

２．開催場所 本庁舎 ２階 大会議室 

３．出席委員（４３人） 

会  長 １９番 矢谷光生 

  職務代理  １８番 石原誉男 

  農業委員  １番 樋口昌子   ２番 池田 実   ４番 小田明美   ５番 福島康夫 

           ６番 澤本基兄     ７番 山懸将伸     ８番 岡田耕平     ９番 武村一夫 

             １０番 中山克己  １１番 池本 彰   １２番 新田 孝   １３番 長鉾忠明 

１４番 妹尾宗夫  １５番 中島寛司   １６番 綱島孝晴 

推進委員 ２０番 椙原啓二  ２１番 平 義男  ２２番 小林和夫  ２３番 沼本通明 

２４番 市本裕司  ２５番 下山史朗  ２６番 松下 功  ２７番 福島史利 

２８番 太安隆文  ２９番 渡邉次男  ３０番 市  登  ３１番 綱本郁三 

３２番 長尾 修  ３４番 高谷明弘  ３５番 岡 俊彦  ３６番 池田琢璽 

３７番 池田和道   ３８番 各務和裕  ３９番 東郷朝夫  ４０番 山中正義 

４１番 池田久美子 ４２番 井上 達  ４３番 入澤靖昭   ４４番 佐子ゆかり 

４５番 筒井一行  ４６番 石田 勉 

４．欠席委員（３人） 

  農業委員    ３番 田中秀樹  １７番 松本正幸 

推進委員  ３３番 三村訓弘   

５．議事日程 

  日程第１ 議事録署名委員の指名について 

  日程第２ 議案第35号 農地法第３条の規定による許可申請書の審議について 

日程第３ 議案第36号 農地法第４条の規定による許可申請書の審議について 

日程第４ 議案第37号 農地法第５条の規定による許可申請書の審議について 

日程第５ 議案第38号 農地法第５条の規定による許可に係る農地転用事業計画変更の 

                  審議について 

日程第6  議案第39号  基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集積計画の決定に 

ついて 

日程第７ 報告第11号 農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約に 

ついて 

その他 

６．農業委員会事務局職員 

  事務局長 芦川 徹 事務局次長 渡辺義和 主幹 柴田正人 主事 大塚哲史 
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福田有子 

７．会議の概要 

（午前１０時００分 開会） 

 

事務局長   失礼いたします。皆さん、おはようございます。 

時間になりましたので、ただいまから令和５年７月の総会を開催いた

します。 

それでは、会長よりご挨拶をお願いいたします。 

会 長    おはようございます。ご苦労さまです。 

連日、雨のほうが降っております。今年は梅雨入りが早かったせいも

ありまして非常に雨の量が多いということで大変皆さんご苦労されて

いるというふうに思います。特に今年も各地でまた非常に被害のほう

が大きく出ております。まだまだ気をつけなければならないだろうと

いうふうに思います。早い梅雨明けを望みたいというふうに思いま

す。農作物にも非常に悪影響を及ぼしていくというふうに思います。

今後、天候が回復することを祈っております。 

今日は任期の最後の総会ということで大変ご苦労さまです。３年間、

いろいろ皆様には活動をしていただきました。最適化活動の見える化

ということで、皆さんのほうに係る荷物も多かったんではないかとい

うふうに思います。これから本格的に地域計画をつくっていくという

状況でございます。ここで退任される方もまだまだ力を貸していただ

きたいというふうに思いますので、今後ともよろしくお願いしたいと

いうふうに思います。 

それでは、今期最後の総会ということで慎重審議のほうをよろしくお

願いいたします。大変ご苦労さまです。 

事務局長   ありがとうございました。 

それでは、総会のほうに入らせていただきます。 

本日、欠席の委員さん２名いらっしゃいます。３番委員さん、１７番

委員さんより届出をいただいております。遅参の方はいらっしゃいま

せん。よって、ただいまの出席委員さんは１９名中１７名でございま

す。定足数に達しておりますので、７月総会が成立しておることをご

報告いたします。 

それでは、真庭市農業委員会会議規則第５条により、議長は会長が務

めることとなっておりますので、以降の議事の進行は会長よろしくお

願いいたします。 

議 長    それでは、これより議事に入ります。 

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりでございます。 

日程１、議事録署名委員の指名を行います。 
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本総会の議事録署名委員は、会議規則第３５条の規定により、議長に

おいて指名させていただくことにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   それでは、議事録署名委員は、１番、    委員、２番、   委員

を指名いたします。 

日程２、議案第３５号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議

についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹  議長。 

議 長    はい、事務局。 

事務局主幹  失礼いたします。議案第３５号、農地法第３条の規定による許可申請

書の審議について。 

１ページをお開きください。 

本日審議していただく案件は１０件でございます。農地法第３条第２

項の各号におきまして、申請書によって審議しました結果、全件とも

該当しないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。 

まず、番号１でございますが、市外の譲渡人が、相手方の要望によ

り、市内の農業法人に、申請農地、田１筆１，２５２㎡を、売買によ

ります所有権移転の申請でございます。なお、本農業法人は農地所有

適格法人であり、農地の所有権を取得できる法人であることを申し添

えます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長     それでは、現地調査を行った結果について、２３番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

２３番推進委員  議長。 

議 長    はい、２３番推進委員。 

２３番推進委員  議案番号１番について説明を申し上げます。 

去る６月３０日、譲渡人と譲受人の現場での責任者の方と現地確認を

行いました。権利移転する事由の詳細ですけども、譲渡人の母親が亡

くなってから譲渡人は県外在住のために耕作ができないということ

で、もう１０年以上にわたって近隣の方が耕作をしておりました。し

かし、その近隣の方も耕作しなくなってからは譲渡人が年に何回か帰

って草刈りを行っていた状況です。そういったときに、以前    

   に関わっていた近所の人から、譲受人が土地を譲ってほしいと

言っていることを聞いて今回話がまとまったものであります。譲受人

の耕作状況等についてですけども、譲受人は       を買取り

いたしまして事業を継続しておりますけれども、トマト栽培について

はもう昨年で終了し、今後はブドウ栽培で事業拡大を考えているとい

うことで、ビニールハウス内もトマトを作っておりましたが、ブドウ
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等に変更する予定であるということです。当該農地にもブドウを植え

るという計画で、もう既に苗や資材の注文も済んでおりますので、早

急に取りかかりたいということでした。その際、いろいろな話をして

おりますと、今後も事業拡大を計画しておるということで、農地であ

りますとか後継者のいない果樹園などがもしあれば紹介してほしいと

いうふうなことでありました。今の人たちは、地域の人たちが以前の

雇われとしていますけれども、責任者等は  等から通っております

ので、地域にはいろいろ細かい約束事等があるので、しっかり近隣の

方と話をしながらやってほしいという旨は加えておきました。その他

指摘事項はありません。 

以上です。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主幹  番号２でございます。 

市外の譲渡人が、耕作不便により、落合の譲受人に、申請農地、畑１

筆２９３㎡を、売買によります所有権移転の申請でございます。ご審

議方よろしくお願いいたします。 

議 長     それでは、現地調査を行った結果について、２４番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

２４番推進委員   議長。 

議 長     はい、２４番推進委員。 

２４番推進委員   ２４番推進委員です。 

去る７月１日に現地において譲受人と申請内容について詳細を確認い

たしました。譲受人は三男さんが従来は水田をやっておりましたが亡

くなり、今は大阪におられる譲渡人の名義になっております。田んぼ

を荒らすというのは困ったことなんで、どうにかならんかなというこ

とで引受手を探しておりましたが、近所に住む譲受人と今回話がまと

まり移転の申請をするものです。譲受人の耕作状況ですけど、現在５

反の水田を耕作しております。農機具もトラクター、田植機、コンバ

イン、もみすり機、全て所有しており、問題はないと思います。その

他指摘事項はございません。よろしく審議方お願いします。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主幹  番号３でございますが、市外の譲渡人が、落合の譲受人に、申請農

地、田１筆１，５８０㎡を、贈与によります所有権移転の申請でござ

います。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、２５番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 
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２５番推進委員  議長。 

議 長    はい、２５番推進委員。 

２５番推進委員  ２５番推進委員です。 

番号３につきまして、６月２８日、譲受人立会いの下、現地確認を行

いました。権利移転する事由の詳細ですが、譲渡人は現在岡山市に住

んでおり、農地の管理はここ数年数人がいろいろ借りたり管理してい

ましたが、ここで管理する人がいなく、譲渡人は真庭に帰る予定もな

く、知人に頼み農地の引受手を探していたところ、譲受人との話がま

とまり、譲受人が農地を取得するものです。譲受人の耕作状況です

が、譲受人は今年より農業に従事しており、約３反ほどの農地を利用

権設定で借り、管理を夫婦で行って、夫婦で野菜を栽培しておりま

す。農機具は管理機２台、草刈り機２台などを所有しており、親の手

伝いも利用しながら農地取得後も必要な作業に従事すると認められま

す。その他指摘事項は特にございません。ご審議方よろしくお願いし

ます。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号４について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号４でございますが、市外の譲渡人が、耕作不便により、落合の譲

受人に、申請農地、田２筆１，８６２㎡を、売買によります所有権移

転の申請でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長     それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

３０番推進委員  議長、３０番推進委員です。 

議 長    はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員  それでは、議案の４番について説明いたします。 

７月３日、面談及び現地の確認を行いました。譲受人は長年    

    でした。そして、  に隣接する譲渡人の土地を借り、  

    施設を建設し、効率的な  経営を行っていましたが、諸事

情により廃業することとなりました。一方、譲渡人は姫路にて会社に

就職し、以来ずっと生活基盤は姫路に置き、自分の家は空き家状態

で、時々住居周辺の草刈り等をしておりました。こうした状況の下、

譲渡人と譲受人との間に売買の話がまとまり、今回の申請となりまし

た。譲受人の耕作状況でありますけれども、譲受人は    をやめ

るものの水稲９６アールを耕作する農家で、         の片

づけを済ませると次世代の農業経営を模索中です。所有する農機具も

トラクター２台、田植機、管理機、バケット車等を所有し、申請農地

取得後も必要な農作業に従事するものと認めます。その他指摘事項は

ありません。審議方よろしくお願いいたします。 
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議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号５について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主幹  番号５でございます。 

市外の譲渡人が、相手方の要望により、落合の譲受人に、申請農地、

畑１筆３１６㎡を、売買によります所有権移転の申請でございます。

ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、１５番委員さんから説明

をお願いいたします。 

１５番委員  議長。 

議 長    はい、１５番委員。 

１５番委員 １５番です。 

議案番号５番、６月３０日に譲受人の奥様と現地確認を行いました。

権利移転する事由の詳細ですが、このたび家を購入されました、購入

された家に農地がついていて畑の申請になります。譲受人は同じ町内

から６月３０日に引っ越してきました。７月１日から部落入りされる

ということです。譲受人と奥様は農業の未経験者なので、近所の皆さ

んに野菜などの植え方、育て方を習って自家消費分ができるぐらい農

業をしていきたいと言われました。譲受人の耕作状況ですが、実家に

は農機具がないため、取りあえず管理機を購入して２人で頑張ってい

きたいと意欲を持たれてました。その他指摘等はございません。よろ

しくお願いします。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号６について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹  番号６でございますが、久世の譲渡人が、相手方の要望により、同じ

く久世の譲受人に、申請農地、田２筆６２７㎡を、売買によります所

有権移転の申請でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長    番号６については、私のほうが担当となっておりますので説明させて

いただきます。 

７月２日に譲受人、譲渡人の方に立ち会っていただいて話を伺いまし

た。譲受人と譲渡人は義理の兄弟であります。以前より、この農地は

譲受人が譲渡人より借りまして耕作をしておりました。譲受人の自宅

の前にある農地でございまして、この農地を家庭菜園として耕作して

おりました。譲渡人はこの農地までの距離が非常に遠いこともあって

権利移転を考えていましたが、また譲受人の要望によって、このたび

下限面積の廃止ということで所有権移転が可能になったということも

ありますので、この申請を出されたということでございます。譲受人

はこの農地を長年耕作しておられますし、今もいろいろと作付されて

利用されております。農機具は管理機、草刈り機等を所有しておりま
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して、大型の農機具は必要ないということでございます。今後も、家

庭菜園として十分活用していかれるというふうに思われます。この農

地は宅地に囲まれた中の農地でございまして、大切な農地ということ

でこの農地を守っていきたいということを話しておられました。その

他指摘事項はございません。 

以上でございます。よろしくご審議のほうお願いいたします。 

続きまして、番号７について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹  ２ページをお開きください。 

番号７でございます。 

久世の譲渡人が、同じく久世の譲受人に、申請農地、田６筆６，２０

３㎡、畑３筆１，３１０㎡を、贈与によります所有権移転の申請でご

ざいます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長     それでは、現地調査を行った結果について、１０番委員さんから説明

をお願いいたします。 

１０番委員  議長。 

議 長    はい、１０番委員。 

１０番委員  １０番です。 

譲受人に６月２９日に会って詳細について説明を聞きました。譲受人

と譲渡人の関係は親子です。権利移転を行う事由として、譲渡人が高

齢になったため、体力的に不安が生じることから、同居する長男に経

営移譲での権利移転を行うものでございます。譲受人は会社勤めを行

いながら、今までも譲渡人と一緒に農作業を行っており、トラクタ

ー、コンバインなど農機具も全て保有しており、これからも水稲を中

心に耕作、栽培を行っていくということです。このようなことから、

権利移転はやむを得ないと考えられます。ご審議方よろしくお願いい

たします。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号８について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹  番号８でございます。 

市外の譲渡人が、相手方の要望により、久世の譲受人に、申請農地、

畑２筆４６７㎡を、売買によります所有権移転の申請でございます。

ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、同じく１０番委員さんか

ら説明をお願いいたします。 

１０番委員  議長。 

議 長    はい、１０番委員。 

１０番委員  １０番です。 

６月２９日に譲受人に直接会って詳細について話を聞き、現地を確認
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いたしました。また、譲渡人には電話で話を聞きました。譲渡人は５

年ほど前に対象の農地を取得しましたが、高齢になったため、今後京

都の子供に老後を見てもらうために京都に移住するために身辺整理を

行うために不動産屋に委託していたところ、真庭の田舎で生活したい

と思っている譲受人と話がまとまり、隣接している住宅と一緒に権利

移転を行うものでございます。譲受人は農業に取り組みたいと考えて

おり、農地は住宅と隣接していることから管理は頑張ってやりたいと

いうことで管理機、草刈り機など農機具を購入しており、農地の管理

をしていくものと思われます。したがって、今回の権利移転について

は問題がないと思われます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号９について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹  番号９でございますが、市外の譲渡人が、労力不足により、勝山の譲

受人に、申請農地、畑１筆２６９㎡を、贈与によります所有権移転の

申請でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、３４番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

３４番推進委員  議長。 

議 長    はい、３４番推進委員。 

３４番推進委員  ３４番です。 

番号９についてご報告いたします。 

現地確認は７月１日に譲受人としました。譲渡人は仕事の関係で忙し

いとのことで、電話で確認しました。譲渡人と譲受人は本家、分家に

なります。譲渡人は市外で生活されており帰られることはないとのこ

とで、現在所有されている畑の管理を譲受人に相談し、話がまとまり

申請するものです。譲受人の耕作状況ですが、譲受人の家族は本人、

奥様、息子様の３人で生活されており、田植時は皆さんでされていま

す。現在所有されている農機具は、トラクター１台、管理機１台、耕

運機１台で７畝の田んぼを耕作されています。不耕作目的の取得では

ありません。貸付地の有無もありません。必要な農作業に従事すると

認められます。その他指摘事項はありません。ご審議方よろしくお願

いいたします。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号１０について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹  番号１０でございます。 

勝山の譲渡人が、同じく勝山の譲受人に、申請農地、田１４筆６，６

５４㎡、畑３筆３０２㎡を、贈与によります所有権移転の申請でござ

います。ご審議方よろしくお願いいたします。 
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議 長   それでは、現地調査を行った結果について、５番委員さんから説明をお

願いいたします。 

５番委員  議長。 

議 長   はい、５番委員。 

５番委員  ５番委員です。 

番号１０について調査報告をします。 

去る６月３０日に譲受人と電話で聞き取り調査し、７月３日に現地調

査を譲受人立会いの下、実施しました。事由の詳細ですが、遺産相続

によるもので、譲渡人は譲受人の母親であり、母親の意が通じるうち

にしておきたいとの思いで申請するものであります。耕作状況です

が、現在親子三世代で生活していて、農機具はトラクター、管理機等

があり、田植機は近所の親戚と共同利用しております。農地の利用状

況でありますが、畑は家庭菜園として利用し、耕作できる水田は水稲

を作付してまして、耕作不便な水田は野菜などを栽培しながら自己管

理により休耕している田もあります。ほぼ草も生やさず管理されてい

ました。勤めをしながらでありますので仕方なく思いました。その他

指摘事項はありません。審議方よろしくお願いします。 

議 長    ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長    ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３５号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長    異議なしと認めます。 

よって、議案第３５号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議

については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程３、議案第３６号、農地法第４条の規定による許可

申請書の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事  議長。 

議 長    はい、事務局。 
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事務局主事  議案第３６号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議につい

て、本日審議していただく案件は１件でございます。 

３ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

申請人（落合）は、対象である農地が周囲の道路等から低い位置にあ

り耕作が不便なことから、申請地、田２筆６０３㎡、畑１筆５５８

㎡、合計１，１６１㎡をかさ上げし、畑として利用するため、一時転

用申請するものです。農地区分は、２種農地と判断されます。転用に

伴う費用は、県が行う公共工事発生残土を利用し県が施工するため 

円。添付書類は、土地利用計画図、平面図、断面図、被害防除計画

書、農地改良工事完了後の作付計画書が添付されています。一時転用

期間は、許可後から令和８年３月３１日までです。申請地周辺に影響

を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、２４番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

２４番推進委員  はい。 

議 長    はい、２４番推進委員。 

２４番推進委員  ２４番推進委員です。 

現地確認を７月１日に行いました。転用しようとする事由の詳細につ

いてですが、高齢のために玄沢より水田に他の水口を通して水を入れ

るのが困難になり、今回畑に変更して豆を作るようにするために申請

するものです。申請地の位置等については、国道３１３号線より市道

    線に約３５０ｍ北側にあります。周辺の状況ですが、東が市

道、西が自宅、南が水田、北が市道です。周辺農地への影響ですが、

自宅、市道、水田と周りに影響はありません。その他指摘事項は特に

ありませんので、よろしく審議方お願いします。 

議 長    ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

それでは、これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長    ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３６号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 
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＜「異議なし」の声＞ 

議 長    異議なしと認めます。 

よって、議案第３６号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議

については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程４、議案第３７号、農地法第５条の規定による許可

申請書の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長  議長。 

議 長    はい、事務局。 

事務局次長  議案第３７号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議につい

て、本日ご審議いただく案件は５件でございます。 

５ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

申請人、使用借人（落合）の２名は、市外のアパートに居住していま

すが、家族が増え手狭となったことから、申請地、田１筆４９９㎡

を、使用貸人（落合）から借り受け、居宅を建築するため、転用申請

するものです。申請地は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用

は、土地造成    円、建物施設      円。資金の内訳とし

て、自己資金      円、借入金      円。建蔽率は２

８％です。添付書類として、土地利用計画図、平面図、立面図、断面

図、被害防除計画書が添付されています。申請地周辺に影響を受ける

農地はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、２４番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

２４番推進委員  議長。 

議 長    はい、２４番推進委員。 

２４番推進委員  ２４番推進委員です。 

番号１について報告いたします。 

現地確認を７月１日に行いました。転用しようとする事由の詳細です

が、使用借人は使用貸人の孫に当たります。今回孫の出産があり、現

在は使用借人の実家に帰っています。真庭市で仕事をするため、今ま

では高速で岡山から真庭へ通っておりましたが、子供さんができるこ

とですし、今後は実家の近くに家を建てるために申請するものです。

申請地の位置等ですが、国道３１３号線より    線約５００ｍ北

側、要は    と言われる辺りです。周辺の状況ですけど、東が

家、西が畑、南も畑、北が市道になります。周辺農地への影響です

が、周りは住宅と市道、畑がありますが、周りに影響はないと思いま

す。その他指摘事項は特にありません。審議方よろしくお願いしま
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す。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長  番号２でございます。 

申請人、使用借人（落合）は、             を経営しており、車庫が

必要となっておることから、申請地、田１筆５４６㎡を、使用貸人

（落合）から借り受け、車庫及び露天駐車場として使用するため、転

用申請するものです。申請地は、２種農地と判断されます。転用に伴

う費用は、土地造成 円、建物施設   円。資金の内訳として、自

己資金    円。添付書類として、土地利用計画図、平面図、立面

図、被害防除計画書が添付されています。なお、関連施設として、平

成２９年に同農地の一部に農機具格納庫１棟を建築しており、このた

びの転用により農地としての利用ができなくなることから、１筆全部

を転用申請するものです。申請地周辺に影響を受ける農地はございま

せん。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、２６番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

２６番推進委員  議長。 

議 長    はい、２６番推進委員。 

２６番推進委員  ２６番推進委員です。 

番号２について報告します。 

７月１日に申請人、使用借人ですが、立会いの下、現地確認とお話を

伺いました。使用借人と使用貸人は親子関係であります。現在自宅前

に駐車スペースはありますが、手狭になり、また本人が             

      を経営しており、その関係車両等の駐車場も兼ね、貸し人であ

る父親と相談し、本農地の転用を申請するものです。申請地の位置等

ですが、主要地方道       地内で、   より約２００ｍ南

下した場所にあり、自宅に隣接した農地であります。周辺の状況です

が、東が畑、西が住宅、南が畑と田、北が市道。周辺農地への影響で

すが、申請地に隣接した農地がありますけれども、本申請は平家の車

庫であり、日照、通風等に支障を来すことはないと思われます。その

他の指摘事項は特にありません。ご審議のほどよろしくお願いしま

す。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長  ６ページをご覧ください。 

番号３でございます。 

申請人、譲受人（落合）は、市内のアパートに居住していますが、子
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供の成長に伴い手狭となってきたため、申請地、田１筆３６５㎡を、

譲渡人（落合）から譲り受け、居宅及びカーポートを建設するため、

転用申請するものです。農地区分は、３種農地と判断されます。転用

に伴う費用は、土地購入 円、土地造成    円、建物施設   

   円。資金の内訳として、自己資金    円、借入金    

  円。添付書類として、土地利用計画図、平面図、立面図、断面

図、被害防除計画書が添付されています。申請地周辺に影響を受ける

農地はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、１５番委員さんから説明

をお願いいたします。 

１５番委員  議長。 

議 長    はい、１５番委員。 

１５番委員 １５番です。 

議案番号３番についてご報告いたします。 

６月３０日に譲受人の方と現地確認を行いました。転用しようとする

事由の詳細ですが、譲受人は現在アパートで妻と子供の３人で暮らし

ております。子供も次第に大きくなりアパートでは手狭になるため、

家を建てようと思っていました。土地をどこにしようかと探していま

したが、親に相談したところ、この申請地を使えということで話がま

とまり、この申請になりました。申請地の位置ですが、ＪＲ  駅か

ら西へ２５０ｍほど行ったところです。周囲の状況ですが、東、田、

西、家、南、田、北、水路を隔てて道です。周辺農地への影響です

が、東の田からは２．７ｍ、西側の民家からは４ｍ離して家を建てる

ので問題はないかと思われます。出入口の水路にはコンクリートの蓋

やグレーチングなどを敷く予定です。水利組合には同意を得ていま

す。それから、水路の許可も得ています。その他指摘等はございませ

ん。よろしくお願いします。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号４について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長  番号４でございます。 

申請人、譲受人（久世）は、自宅までの進入路が狭小で不便であるこ

とから、自宅前の申請地、畑１筆３７㎡を、譲受人（久世）から譲り

受け、進入路を拡幅するため、転用申請するものです。申請地は、３

種農地と判断されます。転用に伴う費用は、土地購入   円、土地

造成   円。資金の内訳として、自己資金   円。添付書類とし

て、土地利用計画図、断面図、被害防除計画書が添付されています。

申請地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお

願いします。 
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議 長    それでは、現地調査を行った結果について、３番委員さんが欠席され

ておりますことから事務局からの説明をお願いいたします。 

事務局次長  調査報告書を代読いたします。 

番号４について報告します。 

去る７月１日に譲受人立会いの下に現地確認を行いました。転用しよ

うとする事由の詳細ですが、譲受人は譲渡人と近所同士です。このた

び譲受人は息子家族用の住宅を自宅横の納屋跡に建築しようとしたと

ころ、譲渡人の畑を横切っている進入路が２．４ｍと狭く新築はでき

ないことが分かり、譲渡人と交渉の結果、２ｍ拡幅して４．４ｍにす

ることで話がついたものです。申請地の位置ですけども、     

  から南へ約８０ｍで宅地化が進んでいる地域にあります。周囲の

状況は、東側は宅地、西側は市道、南側の畑と北側の畑は譲渡人所有

の畑であり、また進入路のため特に問題ないと思われます。その他指

摘事項もないので、ご審議方よろしくお願いします。 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、番号５について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長  ７ページをご覧ください。 

番号５でございます。 

申請人、譲受人（久世）は、申請農地に隣接する山林を所有していま

すが、木材を計画的に伐採、搬出するため、申請地、田１筆４１７㎡

を、譲渡人（久世）から譲り受け、露天木材置場とするため、転用申

請するものです。農地区分は、２種農地と判断されます。転用に伴う

費用は、土地購入   円、土地造成   円。資金の内訳として、

自己資金   円。添付書類として、土地利用計画図、平面図、断面

図、被害防除計画書が添付されています。申請地周辺に影響を受ける

農地はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、１０番委員さんから説明

をお願いいたします。 

１０番委員  議長。 

議 長    はい、１０番委員。 

１０番委員  １０番です。 

６月３０日に譲受人の父と現地で会って、詳細について現地確認を行

いました。また、譲渡人については電話で話を聞きました。譲受人は

対象の土地の北側に植林を所有しており、今後伐採を行う際に仮置き

する場所が必要になったため、譲渡人と話がまとまり権利移転をする

ものでございます。申請地の位置でございますけれども、県道   

 線の         に向かった県道のすぐ横でございます。周

囲の状況でございますが、東は水田、西は水田、南は水田、北は植林
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でございます。周辺農地への影響でございますが、露天木材置場とい

うことで日照、通風に影響はないものと思われます。したがって、今

回の権利移転は問題がないと思われますので、ご審議方よろしくお願

いいたします。 

議 長    ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長    ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３７号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長    異議なしと認めます。 

よって、議案第３７号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議

については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程５、議案第３８号、農地法第５条の規定による許可

に係る農地転用事業計画変更の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長  議長。 

議 長    はい、事務局。 

事務局次長  議案第３８号、農地法第５条の規定による許可に係る農地転用事業計

画変更の審議について、本日ご審議いただく案件は１件でございま

す。 

９ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

本案件は、申請人が令和５年１月１０日付真農委指令第５１２号で農

地法第５条第１項の規定による転用許可を受けた案件でございます。

変更の理由ですが、駐車場整備のため工事を進めていたところ、計画

の地盤付近で湧水があったため、試掘作業や排水等の対策を実施しま

したが、計画の地盤高では露天駐車場の整備が不可能となりました。

困惑していたところ、近隣の事業所から良質な土の提供を受けられる

こととなったことから工法を再検討した結果、盛土による造成へ変更

するものです。これにより駐車場からの段差が緩やかとなり、高齢者
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等歩行時の負担軽減や除雪作業の影響を受けなくなるなど副次的効果

も見込めることとなります。変更前と変更後の計画を比較すると、盛

土により計画高が平均で５０センチメートル上昇、整地工事の面積の

増加、排水工事なしとなっております。また、これにより工事費が 

       円増額となっております。本案件は、農地法関係事務

処理要領に定められた事業計画の変更に関する承認条件を満たしてお

り、変更はやむを得ないものと思われます。また、真庭市蒜山振興局

において真庭市蒜山地域保全条例第７条の規定により開発行為の変更

許可を受けておりますことをご報告いたします。 

以上、ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長    それでは、現地調査を行った結果について、４３番推進委員さんから

説明をお願いいたします。 

４３番推進委員  議長。 

議 長    はい、４３番推進委員。 

４３番推進委員  ４３番です。 

番号１についてなんですけれども、ただいま事務局のほうより説明し

ていただいた理由がもうほとんどでして、現地確認のほうを７月４

日、ここに行ってまいりました。当初計画の盛土が幾らかダンプカー

から降ろしてあって多少整地した状態で放置されているような状態で

草も生えておりましたので、そのまま周辺の整備を途中やめにしてい

るような状態でした。譲受人のほうから駐車場整備業者へ、整備概要

についてはもう内容も含めて委任しているということで、駐車場整備

業者のほうから電話にて聞き取りしてまいりました。本案件は令和４

年１２月総会で審議され可決された案件で、申請農地を神社の駐車場

にするというもので、当初の計画どおりですと駐車場は進入路である

市道より低い位置となり、やや下りのスロープとなって進入するよう

な駐車場の計画でしたが、地盤が軟らかく、工事のほうを進めており

ましたら水が表面に浮いてきたということで、盛土を増やして進入路

と同じ高さまでかさ上げする計画に変更しようとするものです。 

説明といたしましては以上になります。特に周辺への影響等はないも

のと思われますので、ご審議方よろしくお願いいたします。 

以上です。 

議 長    ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 
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よろしいですか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長    これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３８号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長    異議なしと認めます。 

よって、議案第３８号、農地法第５条の規定による許可に係る農地転

用事業計画変更の審議については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程６、議案第３９号、基盤強化法第１９条の規定によ

る農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹  議長。 

議 長    はい、事務局。 

事務局主幹  議案第３９号について、１１ページをご覧ください。 

議案第３９号、農用地利用集積計画の決定について。 

このことについて、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めるため、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、その決定に

ついて審議に付します。 

案といたしまして、令和５年７月１０日付で公告の予定でございま

す。本日上程されました農用地利用集積計画のうち、利用権設定につ

きまして全３４筆でございます。 

以上、全件とも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満

たしていると考えます。お目通しの上、ご審議方よろしくお願いいた

します。 

以上でございます。 

議 長    それでは、お目通しをお願いします。 

それでは、これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長    ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長    異議なしと認めます。 
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よって、議案第３９号、基盤強化法第１９条の規定による農用地利用

集積計画の決定については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程７、報告第１１号、農地法第１８条第６項の規定に

よる農地の貸借の合意解約についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事  議長。 

議 長    はい、事務局。 

事務局主事  １５ページをお開きください。 

報告第１１号、農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意

解約については、次の４件がございました。添付書類もそろっており

ますので受理いたしました。 

以上で報告案件の説明を終了いたします。よろしくお願いします。 

議 長   報告第１１号について、質問、意見等がございましたらお願いします。 

８番委員  はい。 

議 長   はい、どうぞ。 

８番委員  この３５番は売買契約を結ぶための解消のことのようなんですが、これ

は議案第３５号の４番との関係なんですか。 

議 長   はい。 

事務局主事 そうです。議案第３５号の４番、農地法第３条による所有権移転の申請

の関係です。 

８番委員  その関係なんですか。 

事務局主事 はい。 

８番委員  そうすると、渡し人の名前がこれでいいんですかね。 

３０番推進委員 いいですか。 

議 長   はい、どうぞ。 

３０番推進委員 ３０番推進委員です。 

農地法第３条の規定による第４番で、譲受人さんと譲渡人さんが、ここ

では名前を言うてもええんでしょうか。譲渡人が    さんになっと

って、それで一番最後の項目の合意解約の欄では譲渡人の方が    

になっておりますが。    さんはお婿さんで、義理の親子というこ

とになります。それで、当時は多分、自分の想像ですけども、そこの水

田の名義人が亡くなられた    さんの名義じゃったと思います。そ

れでその後、多分契約した当時かな、多分    さんの名義じゃった

けえ    さんで登録されたんじゃと思います。その後、    さ

んが亡くなられて、後見人の    さんが引き継がれたんで、今回の

申請は    さんになっとると、そうじゃと思います。 

議 長   分かりました。 

事務局、よろしいですか、それで。 
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事務局主事 そうですね。相続の時期の問題でして、今推進委員さんから言っていた

だきましたように解約をするタイミングと相続されたタイミングの関係

によって、この記載になっている状態です。 

議 長   ８番委員さん、よろしいですか。 

８番委員  はい。 

議 長   ほかにはございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ほかにはないようです。 

この案件は報告案件でございますので、ご了解いただきたいというふ

うに思います。 

以上をもちまして本総会に付議された案件は全て終了いたしました。 

   それでは、今月をもちまして農業委員、農地利用最適化推進委員の任

期が満了となります。皆様方には大変農業委員会活動にご理解、ご協

力をいただき大変ありがとうございました。皆様のおかげをもちまし

て、大過なく委員会業務を遂行できたというふうに思っております。

この場を借りまして厚くお礼を申し上げます。ここで退任されます

方々におかれましては、体に気をつけられまして今後ともご指導、ご

協力、ご助言いただければというふうに思いますので、くれぐれもよ

ろしくお願いしたいというふうに思います。引き続き、委員として活

動される方におかれましては改選に伴う臨時総会を７月２０日に開催

いたします。その後、通常総会を８月１０日木曜日の午前１０時から

ですので、予定のほうをよろしくお願いしたいというふうに思いま

す。大変ご苦労さまでした。ありがとうございました。 

（午前１１時１０分 閉会） 
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